
広
報
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報

　３月２３日、田舎館村消防団出初式が役場周辺で行われました。こ
こ近年は風が強かったり雨に見舞われたりと天候に恵まれませんで
したが、今年は快晴となり、沿道にはたくさんの見物客が訪れまし
た。なかでも幼年消防クラブによる行進には大きな歓声が贈られ、
幼年消防クラブ員たちは「私たちはぜったいに火あそびはしません。
火の用心。」と大きな声を合わせて防火の誓いを述べました。

元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気にににににににににに火火火火火火火火火火のののののののののの用用用用用用用用用用心心心心心心心心心心！！！！！！！！！！元気に火の用心！！！！！！！！！！！！
今月のおもな内容 榎榎 

平成２０年度一般会計予算  …２
村議会３月定例会  …………６
下水道等の使用料を
　改定します  ………………１０
村職員紹介  …………………１３
話題いろいろ  ………………１８
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戸籍の窓  ……………………２４
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歳入

村債　257,500千円（7.4％）

県支出金　161,785千円（4.7％）

国庫支出金
285,325千円（8.2％）

地方譲与税
60,000千円（1.7％）

その他
98,091千円（2.7％）

村税
615,670千円
（17.7％）

繰入金
69,753千円（2.0％）

諸収入
328,716千円（9.4％）

分担金・負担金 55,046千円（1.6％）

その他（繰越金など） 13,114千円（0.3％）

〈依存財源〉
2,405,701 千円
（69.0%）

〈依存財源〉
2,405,701 千円
（69.0%）

〈自主財源〉
1,082,299 千円
（31.0%）

〈自主財源〉
1,082,299 千円
（31.0%）

3,488,000千円

地方交付税地方交付税
1,543,000千円1,543,000千円
（44.3％）（44.3％）

地方交付税
1,543,000千円
（44.3％）

【特別会計】
国民健康保険  ………………………………986,940千円
老人保健  ………………………………………73,485千円
後期高齢者医療  ………………………………69,133千円
介護保険  ……………………………………644,159千円

【企業会計】
農業集落排水事業
　●●収益的収入  ……………………………13,615千円
　●●収益的支出  ……………………………28,898千円
　●●資本的収入  ………………………………9,467千円
　●●資本的支出  ……………………………11,569千円
下水道事業
　●●収益的収入  ……………………………76,952千円
　●●収益的支出  …………………………272,228千円
　●●資本的収入  …………………………416,873千円
　●●資本的支出  …………………………516,136千円
水道事業
　●●収益的収入  …………………………203,367千円
　●●収益的支出  …………………………211,106千円
　●●資本的収入  ……………………………77,400千円
　●●資本的支出  …………………………153,733千円

◆地方交付税…村の財政力に応じて国から交付されるお金
◆村　　　債…大きな事業をするときに村が借りるお金
◆県 支 出 金…事業に対しての県からの補助
◆国庫支出金…事業に対しての国からの補助
◆村　　　税…村民税や固定資産税など皆さんに納めてい

ただく税金
◆繰　入　金…積立金を取りくずして入れられるお金
◆分担金・負担金…事業に要する経費の一部を、利益を受ける

者が負担するお金など

　村議会３月定例会において
可決された一般会計予算・特
別会計予算の概要についてお
知らせします。
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歳出

議会費 48,450千円（1.4％）

総務費
465,776千円
（13.4％）

民生費
718,781千円
（20.6％）

衛生費 311,155千円（8.9％）

農林水産業費　106,187千円（3.0％）商工費 26,949千円（0.8％）

土木費 533,184千円（15.3％）

消防費
206,324千円（5.9％）

教育費
229,996千円（6.6％）

公債費
837,387千円
（24.0％）

その他（労働費など）  3,811千円（0.1％）

3,488,000千円

総　務　費
・部落行政経費補助金 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 4,263千円
・道路反射鏡等設置工事費 榎榎榎榎榎榎榎榎 1,423千円
・納税貯蓄組合補助金 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 7,052千円

民　生　費
・ほのぼのコミュニティ21推進事業 榎榎榎 3,585千円
・村社会福祉協議会補助金 榎榎榎榎榎榎榎榎 5,488千円
・保育所運営費 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 245,867千円

衛　生　費
・県後期高齢者医療広域連合負担金 榎榎榎 74,251千円
・乳幼児はつらつ育成事業費 榎榎榎榎榎榎榎 7,632千円
・黒石地区清掃施設組合負担金 榎榎榎榎榎 93,496千円

農林水産業費
・国営浅瀬石川地区土地改良事業負担金 榎榎 8,185千円
・県営黒石川部地区一般農道整備事業負担金 榎 9,313千円
・県営田園空間整備事業負担金 榎榎榎榎榎 11,550千円

商　工　費
・むらおこし推進協議会負担金 榎榎榎榎榎榎 2,200千円
・村商工会補助金 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 3,465千円

土　木　費
･道路改良等工事費 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 64,208千円
･除雪対策費 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 31,423千円

消　防　費
・黒石地区消防事務組合負担金 榎榎榎榎 178,487千円
・小型動力ポンプ付積載車購入費 榎榎榎榎榎 9,619千円

教　育　費
・中学校パソコン一式購入費 榎榎榎榎榎榎榎 9,810千円
・垂柳遺跡環境整備事業 榎榎榎榎榎榎榎榎榎 1,150千円

平成
20年
度
一般
会計
予算 3434 億億前年度前年度比比

8.9%8.9%増増

このような仕事に使われます
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平
成　

年　

月
の
村
長
選
挙
で
、

１６

１０

６
項
目
の
公
約
を
掲
げ
、
村
民
の

皆
様
か
ら
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、

　

月
村
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
平

１１成　

年
は
４
年
の
任
期
の
最
終
年

２０
に
な
り
ま
す
。

　

公
約
の
一
つ
目
は
、「
教
育
・

文
化
・
体
育
の
振
興
を
は
か
る
」

に
つ
い
て
は
、
演
劇
の
高
校
日
本

一
の
再
演
を
当
村
で
お
願
い
し
、

情
操
教
育
な
ど
の
高
揚
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
命
確
保
の
観
点
か
ら

小
学
校
等
へ
の
自
動
体
外
式
除
細

動
器
設
置
及
び
授
業
の
円
滑
化
を

目
指
し
た
特
別
教
育
支
援
員
の
小

学
校
へ
の
配
置
並
び
に
中
学
３
年

生
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
田
舎
館
村
名
誉
村

民
展
・
文
化
講
演
会
の
開
催
並
び

に
村
ゆ
か
り
の
書
道
展
な
ど
も
開

い
て
、
我
が
郷
土
の
先
人
の
功
績

を
称
え
る
と
と
も
に
、
周
知
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
農
業
の
転
換
を

は
か
り
、
安
定
し
た
農
業
を
目
指

す
」
に
つ
い
て
は
、
農
用
地
、
用

排
水
路
等
を
共
同
で
維
持
管
理
す

る
等
、
農
地
・
水
・
環
境
対
策
事

業
に
取
り
組
み
、
経
費
の
負
担
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
色
彩
選
別
機
導
入
へ
の

助
成
・
枝
豆
収
穫
機
導
入
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
果
樹
振

興
・
支
援
対
策
等
に
努
め
て
参
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
廃
食
油
・
廃
油
等

再
資
源
に
水
な
ど
を
加
え
た
エ
マ

ル
ジ
ョ
ン
燃
料
等
の
実
用
化
に
力

を
傾
注
し
、
ハ
ウ
ス
農
家
全
体
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
げ
、
経
費

削
減
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
新
規
企
業
誘
致

の
推
進
と
商
工
業
の
振
興
を
は
か

る
」
に
つ
い
て
は
、
前
田
屋
敷
へ

企
業
及
び
関
連
企
業
を
誘
致
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
川
部
の
工
業
団
地
内
に

三
社
の
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、

雇
用
の
場
の
創
出
等
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

四
つ
目
は
、「
女
性
の
社
会
参

加
・
住
み
や
す
い
地
域
・
福
祉
の

向
上
を
目
指
す
」
に
つ
い
て
は
、

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

津
軽
広
域
へ
の
参
画
と
県
内
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
当
村
で
開
催
し
、
成
功
裡

に
終
了
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
灯
油
代
の
高
騰
に
よ
る

低
所
得
者
等
へ
の
助
成
を
行
う
と

と
も
に
、
村
消
防
施
設
等
の
整
備

及
び
服
装
の
充
実
を
図
り
、
消
防

団
及
び
団
員
へ
の
士
気
高
揚
に
努

め
て
参
っ
て
お
り
ま
す
。

　

五
つ
目
は
、「
公
正
で
透
明
性

の
あ
る
村
政
を
実
現
し
ま
す
」
に

つ
い
て
は
、
村
有
の
７
施
設
の
指

定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
及
び
村

有
の　

集
会
施
設
等
の
無
償
譲
渡

１０

並
び
に
村
営
保
育
所
を
す
べ
て
民

営
化
し
て
、
行
政
体
と
し
て
の
簡

素
化
・
経
費
の
節
減
を
図
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　

六
つ
目
は
、「
村
民
の
意
見
が

反
映
さ
れ
る
市
町
村
合
併
を
目
指

す
」
に
つ
い
て
は
、
村
議
会
の
み

な
さ
ま
と
同
一
歩
調
を
と
っ
て
平

成　

年
６
月　

日
に
、
平
川
市
に

１８

３０

合
併
協
議
の
申
入
れ
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、　

年
１
月　

日
に
私

２０

１０

と
副
村
長
、
正
副
議
長
、
総
務
課

長
が
同
席
し
、
平
川
市
か
ら
「
市

の
総
合
計
画
の
実
施
は
、
こ
れ
か

ら
本
格
化
す
る
段
階
で
あ
る
。
ま

た
、
市
民
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
の
是
正
も
正
念
場
に
あ
り
、

市
と
し
て
、
今
は
合
併
を
受
け
入

れ
る
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
な
ど

か
ら
、
時
期
尚
早
で
あ
り
、
今
回

は
見
送
る
」
と
の
判
断
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
の
不
徳
の
い

た
す
と
こ
ろ
で
、
同
一
歩
調
を

取
っ
て
い
た
だ
い
た
議
員
各
位
並

び
に
村
民
各
位
に
対
し
て
責
任
を

痛
感
い
た
し
て
お
る
次
第
で
す
。

　

今
後
は
合
併
協
議
を
申
入
れ
す

る
際
の
村
・
議
会
の
意
志
確
認
ど

お
り
「
合
併
不
成
立
の
時
は
、
当

面
単
独
の
村
政
運
営
」
と
の
立
場

か
ら
、
安
定
し
た
行
財
政
運
営
に

邁
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
市
町
村
合
併
は
出
来
ま
せ

平成20年度

施政方針

エマルジョン燃料の実用化へ
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ん
で
し
た
が
、
今
後
の
任
期

中
、
更
な
る
公
約
実
現
に
向

け
て
諸
施
策
を
展
開
し
て
参

り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

議
員
各
位
並
び
に
村
民
各
位

の
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

地
方
の
元
気
が
日
本
の
力
で

あ
り
、
地
方
と
都
市
が
と
も

に
支
え
あ
う
「
共
生
」
の
考

え
方
に
基
づ
き
地
方
再
生
に

取
り
組
む
と
し
て
お
り
、
再

生
に
向
け
た
総
合
的
な
戦
略

と
連
携
し
た
、
地
方
税
・
財

政
上
の
対
応
と
し
て
、
地
方

の
自
主
的
・
主
体
的
な
活
性

化
施
策
に
必
要
な
地
方
交
付

税
の
特
別
枠
を
確
保
し
、
条

件
不
利
地
域
の
状
況
や
行
革

努
力
も
勘
案
し
て
重
点
的
に

配
分
す
る
と
し
て
お
り
、
そ

の
財
源
は
地
方
税
の
偏
在
是

正
に
よ
り
生
じ
る
財
源
を
活

用
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
一
部
の
自
治

体
の
財
政
状
況
・
運
営
を
見

て
、
地
方
公
共
団
体
財
政
健

全
化
法
を
制
定
し
、
平
成　
２０

年
度
決
算
か
ら
、
実
質
赤
字

比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比

率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将

来
負
担
比
率
の
４
指
標
を
設

定
し
、
早
期
健
全
化
基
準
・
財
政

再
生
基
準
・
経
営
健
全
化
基
準
を

設
け
、
地
方
公
共
団
体
の
全
会

計
・
土
地
開
発
公
社
等
を
一
括
し

た
財
政
健
全
化
を
急
速
に
図
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
財
政
は
地
方
税
収

入
や
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る

国
税
収
入
の
伸
び
が
鈍
化
す
る
中

で
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然

増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移

す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
依
然
と
し

て
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
も

の
と
見
込
ま
れ
る
が
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
地
方
の
再
生
に
向
け

「
地
方
再
生
対
策
費
」
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
の
総

額
確
保
・
臨
時
財
政
対
策
債
の
継

続
な
ど
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体

の
安
定
的
な
財
政
運
営
を
推
し
進

め
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
下
の
国
・
地
方
行
財
政
の
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
我
が
村
も

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
に

よ
る
４
つ
の
指
標
ク
リ
ア
と
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
に

よ
る
村
債
の
圧
縮
な
ど
に
努
め
な

が
ら
、
助
成
金
・
納
入
金
の
特
定

財
源
を
有
効
活
用
し
た
村
政
の
運

営
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
と
考
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　

年
度
の
主
な
新
規
事
業
等
に

２０
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
衛
生
費

で
は
、
弘
前
市
第
二
次
救
急
輪
番

制
負
担
金
・
黒
石
病
院
時
間
外
救

急
維
持
費
負
担
金
及
び
難
病
患
者

等
居
宅
生
活
支
援
事
業
・
小
児
慢

性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
妊
婦
健
診
委
託
料
を

５
回
分
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

労
働
費
で
は
、
村
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
貸
付
金
を
大
幅
に
増

額
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
花
き
価

格
安
定
対
策
事
業
補
助
金
を
計
上

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
道
路
台
帳
補
正

業
務
・
東
橋
補
強
概
略
設
計
委
託

料
及
び
除
雪
セ
ン
タ
ー
屋
根
補
修

工
事
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
事
業
会
計
貸
付
金

と
し
て
２
億
４
千
万
円
を
計
上
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

消
防
費
で
は
、
６
年
ぶ
り
の
青

森
県
消
防
操
法
大
会
出
場
の
関
係

経
費
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
中
学
校
の
３
年

生
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
者
へ
の
助
成
と
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
及
び
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
購
入
費
を
計

上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

多年の功績を称えて
　３月６日、村議会定例会の開会にあたり、長年の議会
活動が認められた小野春吉議員に、全国町村議会議長会
から表彰状が贈られました。

全国町村議会議長会表彰／小野春吉 議員
（町村議会議員として２７年以上在職し功労のあった者）

新しいパソコンが設置される予定の中学校パソコンルーム 小学校に設置された自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
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阿
保　

淳
之
進 
議
員

①
集
中
改
革
プ
ラ
ン
取
組
状
況
に

つ
い
て

 

給
与
の
適
正
化
関
係
に
つ
い

て
三
役
･議
員
期
末
手
当　

％
削

５０

減
と
職
員
期
末
手
当
０
．３
ヶ
月
分

削
減
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

　

年
度
に
始
ま
っ
た
三
位
一
体
改

１６革
に
よ
り
交
付
金
が
削
減
さ
れ
て

い
る
中
で
村
民
に
対
し
て
補
助
金

等
削
減
、
ゴ
ミ
有
料
化
、
下
水
道

料
値
上
げ
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る

中
で
、
現
在
の
給
与
体
制
で
良
い

問

の
か
。

 

（
村
長
）
集
中
改
革
プ
ラ
ン

取
組
状
況
で
現
在
の
給
与
体
制
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
、
削
減
に
つ
い

て
は
、
議
会
の
率
先
し
た
判
断
も

頂
き
な
が
ら
平
成　

年
度
に
歳
出

１７

削
減
計
画
を
策
定
し
、
議
会
か
ら

は
一
部
同
年
度
中
途
か
ら
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
方
面
に
わ
た
り
厳
し

い
削
減
を
お
願
い
し
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
集
中
改
革
プ
ラ

ン
の
基
を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
期
末
手
当
を
削
減
し
て

い
る
訳
で
、
給
与
の
適
正
化
に
よ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
程

も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
厳
し
い

歳
出
削
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
期
間　

年
１７

度
か
ら　

年
度
ま
で
は
、
そ
れ
に

２１

沿
っ
た
実
行
を
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

②
住
居
手
当
に
つ
い
て

 

村
条
例
で
は
、
自
己
の
所
有

で
新
築
購
入
後
の
年
数
に
か
か
わ

ら
ず
、
３
，０
０
０
円
を
支
給
さ
れ

て
い
る
が
、
国
で
は
２
，５
０
０
円

で
年
数
は
５
年
と
定
め
て
い
る
。

国
に
準
じ
な
い
根
拠
は
。

答問

 

（
村
長
）県
内
各
市
町
村
の
対

応
が
年
度
毎
を
含
め
て
ま
ち
ま
ち

の
状
況
で
あ
り
ま
す
。
各
市
町
村

の
大
多
数
が
県
の
条
例
に
準
拠
し

て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
村

も
そ
れ
に
基
づ
い
て
お
り
ま
す
。

③
平
川
市
と
本
村
の
合
併
見
送
り

に
つ
い
て

 

契
合
併
公
約
が
果
た
せ
な

か
っ
た
現
在
の
心
境
は
。

 

（
村
長
）
残
念
な
結
果
に
な

り
、
こ
の
こ
と
は
私
の
不
徳
の
い

た
す
と
こ
ろ
で
、
同
一
歩
調
を
取
っ

て
い
た
だ
い
た
議
員
各
位
、
並
び

に
村
民
各
位
に
対
し
て
責
任
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

形
本
村
が
当
面
単
独
で
行
政

を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
将
来
像

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

 

（
村
長
）
地
方
公
共
団
体
財

政
再
建
法
に
よ
る
４
つ
の
指
標
ク

リ
ア
と
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
の
黒
字
化
に
よ
る
村
債
の
圧
縮

な
ど
に
努
め
な
が
ら
、
村
民
の
た

め
の
諸
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
安
定
し
た
行
財
政
運
営
に
邁

進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

答問答問答

相
馬　

繁 
議
員

①
国
保
制
度
の
改
正
と
保
険
料
な

ど
の
対
応
に
つ
い
て

 

契
制
度
改
正
に
よ
る
本
村
の

国
保
財
政
へ
の
影
響
は
。

 

（
村
長
）
歳
出
は
老
人
保
健

拠
出
金
が
減
額
、
新
た
に
後
期
高

齢
者
支
援
が
必
要
で
、
歳
入
は
退

職
者
療
養
給
付
費
交
付
金
が
減
額
、

前
期
高
齢
者
へ
交
付
さ
れ
、
全
体

で
は
少
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

形
新
年
度
の
国
保
基
金
見
通

し
、
保
険
料
の
見
直
し
は
。

 

（
村
長
）
国
保
基
金
の
現
在

保
有
額
は
１
億
２
千　

万
円
で
、

５３２

医
療
費
変
動
の
要
素
や
改
正
の
影

響
が
少
な
く
、
ま
た
、
保
険
税
の

賦
課
方
法
が
変
わ
り
税
率
の
改
定

が
必
要
で
す
が
、
様
々
な
状
況
を

考
慮
し
て
考
え
て
参
り
ま
す
。

 

径
健
診
等
の
対
応
は
。

 

（
村
長
）　

歳
～　

歳
の
人

４０

７４

は
医
療
保
険
者
が
特
定
健
康
診
査

を
、　

歳
以
上
は
県
後
期
高
齢
者

７５

医
療
広
域
連
合
が
健
康
診
査
を
行

い
ま
す
。　

歳
以
上
の
介
護
保
険

６５

の
第
一
号
被
保
険
者
へ
は
介
護
保

険
者
が
生
活
機
能
評
価
を
行
い
、

保
健
協
力
員
等
を
通
し
て
受
診
を

問答問答問答

陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

可決さ れた主な案件
予算関係
　

・平成２０年度田舎館村一般会計予算
・平成２０年度田舎館村国民健康保険特別会計予算
・平成２０年度田舎館村老人保健特別会計予算
・平成２０年度田舎館村後期高齢者医療特別会計予算
・平成２０年度田舎館村介護保険特別会計予算

条例関係
　

・田舎館村農業集落排水処理施設の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例案

・田舎館村下水道条例の一部を改正する条例案

村議会一般質問村議会一般質村議会一般質問問

村議会3 月 定例会
　３月６日～３月１４日まで第１回田舎館村議会定
例会が開かれました。１０日には阿保淳之進議員、
相馬繁議員、鈴木和久議員が一般質問を行いまし
たので、主な内容を要約してお知らせします。
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働
き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
家
庭
ご
み
有
料
化
の
導
入
問
題

に
つ
い
て

 

契
将
来
の
ご
み
施
策
は
。

 

（
村
長
）
循
環
型
社
会
を
構

築
し
、
良
好
な
環
境
を
次
世
代
に

引
継
ぐ
た
め
ご
み
の
有
料
化
を
含

め
た
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

 

形
資
源
物
の
拠
点
施
設
の
設

置
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

 

（
村
長
）
い
つ
で
も
持
ち
込

め
る
拠
点
施
設
を
設
置
し
、
分
別

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

径
家
庭
ご
み
有
料
化
に
伴
う

料
金
設
定
と
不
法
投
棄
の
防
止
具

体
策
を
ど
う
進
め
る
か
。

 

（
村
長
）
村
民
の
意
識
向
上
、

ご
み
資
源
化
等
に
つ
な
が
り
、
し

か
し
過
重
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

設
定
を
考
え
、
不
法
投
棄
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
等
と
連
携
強
化

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
バ
イ
オ
燃
料
の
事
業
化
の
推
進

に
つ
い
て

 

環
境
づ
く
り
や
企
業
支
援
･

誘
致
等
に
つ
い
て
村
長
の
見
解
は
。

 

（
村
長
）
事
業
費
等
で
難
し

く
、
県
単
位
等
の
大
き
な
エ
リ
ア

で
推
進
す
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

④
学
校
図
書
の
充
実
に
つ
い
て

問答問答問答問答

 

契
５
年
間
で
蔵
書
基
準
５
，

０
８
０
冊
数
に
到
達
す
る
た
め
予

算
措
置
を
す
べ
き
で
は
。

 

（
教
育
長
）　

年
度
図
書
費

２０

は
、
児
童
１
人
あ
た
り
１
，６
０
０

円
の
予
算
措
置
を
し
、
５
年
間
で

達
成
率
は
光
小　

％
、
田
小　

％
、

８３

１４０

西
小　

． ５
％
と
な
る
見
通
し
で
す
。

９４

 

形
本
の
寄
贈
を
受
け
付
け
る

運
動
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

（
教
育
長
）
運
動
を
展
開
す

る
方
向
で
、
ま
た
方
法
等
は
学
校

と
相
談
し
た
い
と
考
え
ま
す

 

径
各
学
校
の
図
書
館
の
廃
棄

予
定
冊
数
や
利
用
状
況
は
。

 

（
教
育
長
）
田
小
で　

年
度

１８

　

冊
、　

年
度　

冊
が
廃
棄
予
定

１１１

１９

１３７

で
す
。
各
学
校
と
も
毎
日
始
業

前
・
放
課
後
等
い
つ
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
開
放
し
て
い
ま
す
。

⑤
介
護
保
険
の
適
正
な
運
用
に
つ

い
て

 

契
誤
運
用
の
把
握
は
。

 

（
村
長
）
苦
情
等
な
く
、
事

例
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

形
適
正
な
運
用
対
策
を
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

 

（
村
長
）
関
係
者
に
対
し
機

械
的
に
判
断
し
な
い
よ
う
周
知
さ

せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答問答問答問答問答

⑥
認
知
症
高
齢
者
の
対
策
推
進
に

つ
い
て

 

契
認
知
症
者
把
握
は
。

 

（
村
長
）　

年　

月
現
在
の

１９

１０

実
数
は
在
宅　

人
、
村
内
施
設
に

６８

は　

人
入
所
し
て
お
り
ま
す
。

１０

 

形
認
知
症
対
策
の
取
組
状
況

や
予
算
措
置
は
い
か
が
か
。

 

（
村
長
）
保
健
師
の
訪
問
相

談
、
特
定
高
齢
者
地
域
支
援
事
業

等
で
予
防
を
行
い
、
認
知
症
の
正

し
い
理
解
と
啓
発
等
を
図
り
、
予

算
措
置
は
介
護
保
険
特
別
会
計
に

　

万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

１００
 

径
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
施
設
増
設
は
。

 

（
村
長
）
次
の
計
画
策
定
に

取
り
掛
か
る
際
に
検
討
し
、
県
と

も
協
議
し
て
い
く
予
定
で
す
。

⑦
出
産
育
児
一
時
金
の
受
領
委
任

払
い
制
度
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

 

契
受
領
委
任
払
い
制
度
の
利

用
状
況
は
。

 

（
村
長
）　

年
度
は
５
件
中

１８

１
件
。　

年
度
は
４
件
中
２
件
と

１９

な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

形
制
度
利
用
推
進
は
。

 

（
村
長
）
母
子
手
帳
交
付
時

に
説
明
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

⑧
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行

問答問答問答問答問答

手
数
料
無
料
化
に
つ
い
て

 

契
住
基
カ
ー
ド
の
普
及
率
、

そ
の
低
迷
要
因
と
改
善
は
。

 

（
村
長
）
普
及
率
は
０
．　

％
３８

で
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
な
い
等

が
考
え
ら
れ
、
経
費
等
も
含
め
今

の
と
こ
ろ
改
善
策
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

 

形
無
料
化
の
考
え
は
。

 

（
村
長
）
状
況
等
を
勘
案
し

な
が
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑨
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進

と
支
援
対
策
に
つ
い
て

 

契
設
置
状
況
は
。

 

（
村
長
）
村
と
し
て
把
握
を

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

形
推
進
対
策
計
画
は
。

 

（
村
長
）
庁
舎
内
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
備
付
け
、
設
置
講
習
会

を
５
カ
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

径
設
置
支
援
策
は
。

 

（
村
長
）
村
の
状
況
等
で
は
、

難
し
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑩
救
急
医
療
輪
番
の
村
負
担
や
救

急
医
療
体
制
等
に
つ
い
て

 

救
急
医
療
対
策
等
は
。

 

（
村
長
）
救
急
医
療
は
行
政

の
役
割
と
の
観
点
等
か
ら
弘
前
市

等
へ
応
分
の
負
担
を
し
、
引
続
き

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答問答問答問答問答

鈴
木　

和
久 
議
員

①
学
校
給
食
に
つ
い
て

 

契
自
校
式
と
外
部
委
託
方
式

の
村
の
持
ち
出
し
の
違
い
は
。

 

（
教
育
長
）
自
校
式
の
小
学

校
の
場
合
、
新
増
築
の
建
設
費
だ

と
６
千　

万
円
、
改
修
４
千　

万

８００

３３０

円
、
人
件
費
や
光
熱
費
等
の
経
費

１
千　

万
円
。
中
学
校
は
新
増
築

４００

２
千　

万
円
、
改
修
１
千　

万
円
、

９００

９００

経
費　

万
円
。
よ
っ
て
初
年
度
で

５００

新
増
築
は
９
千　

万
円
、
改
修
６

７００

千　

万
円
。
２
年
目
か
ら
は
諸
経

２３０
費
の
み
と
な
る
の
で
小
・
中
合
計

１
千　

万
円
。
食
材
費
に
関
し
て

９００

近
隣
町
村
で
は
持
ち
出
し
を
せ
ず
、

小
学
校
が
１
食
約　

円
、
中
学
校

２６０

は
約　

円
。
外
部
委
託
方
式
で
は
、

２８０

小
・
中
学
校
１
食
あ
た
り
の
値
段

が
約　

円
～　

円
で
高
い
と
想
定

４００

５００

さ
れ
ま
す
の
で
、
村
の
持
ち
出
し

は
２
千　

万
円
と
設
備
費
用
に
な

１００

る
見
込
み
で
す
。
よ
っ
て
、
自
校

式
よ
り
負
担
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

 

形
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
進
捗

状
況
と
実
施
時
期
は
。

 

（
教
育
長
）
教
育
委
員
会
議

で
、
内
容
吟
味
や
そ
の
実
施
時
期

問答問答
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等
に
お
い
て
十
分
に
議
論
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

 

恵
学
校
給
食
推
進
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

 

（
教
育
長
）バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
提
供
し
、
健
康
増
進
等

を
図
る
と
共
に
、
望
ま
し
い
食
習

慣
の
形
成
や
改
善
に
寄
与
す
る
こ

と
等
を
考
慮
す
れ
ば
必
要
で
あ
る

が
、
し
か
し
ど
ん
な
方
式
を
採
用

し
て
も
財
政
を
ひ
っ
迫
す
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
様
々
な
角
度

か
ら
村
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
田
舎
館
村
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

 

契　

年
度
の
対
策
は
。

２０

 

（
村
長
）
平
成　

年
度
の
各

１７

分
野
に
わ
た
る
削
減
計
画
・
集
中

改
革
プ
ラ
ン
を
確
実
に
実
行
し
て

お
り
、　

年
度
も
当
面
そ
れ
を
実

２０

行
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

 

形　

年
度
の
対
策
は
。

２１

 

（
村
長
）集
中
改
革
プ
ラ
ン
は

　

年
度
ま
で
で
す
の
で
、
実
行
し

２１て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

径
公
債
費
比
率　

％
以
下
へ

２５

の
対
策
と
見
通
し
は
。

 

（
村
長
）　

年
度
に
残
債
の
一

１９

部
６
千
万
円
弱
の
繰
上
償
還
を
行

問答問答問答問答

い
、
各
年
度
で
資
金
状
況
等
を
勘

案
し
、
繰
上
償
還
及
び
地
方
債
の

発
行
抑
制
等
を
し
て
対
策
を
講
じ

て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

③
小
・
中
学
校
の
教
育
方
針
に
つ

い
て

 

契
学
習
指
導
要
領
改
訂
案
に

よ
る
本
村
の
小
・
中
学
校
の
教
育

の
進
め
方
は
。

 

（
教
育
長
）
学
習
指
導
要
領

改
訂
を
踏
ま
え
、
平
成　

年
度
田

２０

舎
館
村
教
育
指
導
方
針
を
設
定
し

ま
し
た
。
豊
か
な
心
の
教
育
に
努

め
る
、
生
き
る
力
の
育
成
に
努
め

る
等
を
掲
げ
、
学
校
教
育
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

形
三
味
線
教
育
と
三
味
線
の

保
管
状
況
に
つ
い
て

 

（
教
育
長
）
三
味
線
教
育
は

物
的
・
人
的
に
も
難
し
い
面
が
あ

り
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

保
管
状
況
に
つ
い
て
、
修
理
等
の

経
費
負
担
を
条
件
に
三
味
線
サ
ー

ク
ル
へ
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

 

径
新
教
育
長
と
し
て
の
小
・

中
学
校
教
育
へ
の
思
い
は
。

 

（
教
育
長
）教
師
力
や
学
校
力

を
高
め
地
域
力
を
活
用
し
、
頭
・

心
・
体
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答問答

④
除
雪
対
策
に
つ
い
て

 

契
本
年
の
除
雪
予
算
に
対
す

る
執
行
率
は
。

 

（
村
長
）
執
行
率
は　

．　

％

９６
５７

と
な
る
見
通
し
で
す
。

 

形
職
員
の
苦
労
し
て
い
る
直

轄
部
分
を
業
者
委
託
に
し
て
は
ど

う
か
。

 

（
村
長
）保
有
の
重
機
が
使
え

る
間
は
直
営
で
行
く
予
定
で
す
。

 

径
天
気
予
報
等
で
、
大
雪
注

意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
必
ず
出

動
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

 

（
村
長
）
雪
見
当
番
制
を
実

施
し
て
注
意
報
発
令
の
有
無
に
関

係
な
く
、
当
番
の
判
断
に
よ
り
出

動
を
決
定
し
て
お
り
、
以
後
も
こ

の
方
法
で
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
 

契
広
域
連
合
制
度
は
十
分
な

対
応
に
な
っ
て
い
る
か
。

 

（
村
長
）
県
後
期
高
齢
者
広

域
連
合
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら

２０

始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

安
定
的
な
運
営
を
図
る
た
め
全
市

町
村
で
設
置
さ
れ
、
広
報
活
動
等

で
内
容
等
の
周
知
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
今
後
ど
の
点
が
問
題
と
な

る
の
か
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

問答問答問答問答

問
題
が
出
て
く
れ
ば
関
係
機
関
で

よ
く
協
議
を
行
い
、
対
応
し
て
く

れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

形
本
村
の　

歳
以
上
の
対
象

７５

者
は
何
名
く
ら
い
か
。

 

（
村
長
）
対
象
者
は
、
お
よ

そ
１
，１
０
０
名
く
ら
い
で
す
。

 

径
医
療
制
度
該
当
者
へ
の
周

知
徹
底
に
努
め
た
か
。

 

（
村
長
）
広
報
紙
掲
載
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
毎
戸
配
布
し
、
周

知
を
図
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
。

県
広
域
連
合
で
は
テ
レ
ビ
放
送
、

新
聞
へ
の
掲
載
等
新
制
度
施
行
に

万
全
を
期
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

⑥
鈴
木
村
政
４
年
目
に
つ
い
て

 

契
村
政
運
営
に
対
す
る
自
己

評
価
は
。

 

（
村
長
）
議
員
の
皆
さ
ん
や

村
民
の
皆
さ
ん
で
評
価
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

 

形
単
独
運
営
へ
の
道
の
り
と

抱
負
に
つ
い
て
。

 

（
村
長
）平
成　

年
度
に
議
会

１７

の
英
断
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
大
規
模

な
削
減
計
画
を
立
て
て
実
施
し
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
基
礎
と
も
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
実
行
し
な

が
ら
安
定
し
た
行
財
政
運
営
に
邁

進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答問答問答問答

URL　http://www.acsc.co.jp

情報のグロ－バル化に「安全」「信頼」を求め

本　　　社／〒038-0031　青森市大字三内字丸山393番地270
八 戸 支 店／〒031-0081　八戸市柏崎一丁目10番16号（富士火災ビル3F）
弘前営業所／〒036-8035　弘前市大字百石町27番1号（百石町ビル2F）
東 京 支 店／〒108-0014　東京都港区芝五丁目13番13号（サダカタビル4F）

Tel：017（761）5301
Tel：0178（44）0611
Tel：0172（35）0882
Tel：03（5443）7467
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 今回の改正によって、戸籍法や住民基本台帳法のどのような点が変わるのですか。

 大きくは２つです。１つは、結婚や養子縁組などの届出の際の本人確認などが法律上のルールになるというこ
とです。もう１つは、戸籍・除籍の謄抄本、身分証明書、戸籍の附票、住民票など（以下「戸籍や住民票などの
証明書」）を取得する要件や手続きなどが厳しくなるということです。

 どうして、届出の際の本人確認などを法律上のルールにするのですか。

 戸籍や住民票などは、国民の身分関係や身元が記載される大切なものですから、常に正しい内容である必要が
あります。ところが、最近、他人が勝手にうその届出をして、戸籍や住民基本台帳に真実でない記載がされる
という事件が起こっています。そこで、戸籍や住民基本台帳に真実でない記載がされないようにするため、届
出の際の本人確認などを法律上のルールにしたのです。

 具体的にはどのような取扱いがされるのですか。

 結婚、離婚、養子縁組、養子離縁、認知という５つの届出（以下「結婚などの届出」）について、
　　例えば、「婚姻届」の場合、必ず夫・妻のどちらか又は代理の方など、戸籍の窓口に来られた方の本人確認を行

うことになります。そして、届出のご本人であることの確認が出来なかった場合には、確認出来なかったご本
人に対して、「婚姻届出」が受理されたことを通知することになります。

　　さらに、自分自身が窓口に来たことが確認できない場合には、「婚姻届出」を受理しないように申出をすること
が出来るようになります。

 本人確認は、どのような方法で行うのですか。

 戸籍・住民基本台帳係の窓口に来られた方について、運転免許証、写真付きの住民基本台帳カードなどの書類
の提示を受ける方法によって本人確認を行います。

 「戸籍や住民票などの証明書」を取得する要件や手続きなどを厳しくするのはなぜですか。

 「戸籍や住民票などの証明書」には、結婚したことや離婚したこと、また住所の転入・転出などの個人情報が記
載されていますから、他人に不正に取得されないようにしなければなりません。ところが、「戸籍や住民票など
の証明書」についても、最近、不正に他人の「戸籍や住民票などの証明書」を取得するという事件が発生してい
ます。そこで、戸籍や住民基本台帳に記載された個人情報を保護するため、「戸籍や住民票などの証明書」を取
得する要件や手続きなどを厳しくすることになったのです。

 具体的にどのように厳しくなるのですか。

 他人の「戸籍や住民票などの証明書」を取得するには、自分の権利を行使したり、自分の義務を履行したりする
ために「戸籍や住民票などの証明書」が必要な場合や、国または地方公共団体の手続に「戸籍や住民票などの証
明書」が必要な場合など、正当な理由がある場合に限ることになります。そして、そのような正当な理由がある
ことを、請求書に詳しく記載することが必要になります。

　　また、「戸籍や住民票などの証明書」を請求する際にも、必ず本人確認を行うことになります。本人確認の方法
は、結婚などの届出の際の本人確認と同じように、運転免許証、写真付きの住民基本台帳カードなどの書類の
提示を受ける方法によって行います。さらに、代理人や使いの方が請求する場合は、
代理権限等の確認も行うことになります。

 不正な手段で他人の「戸籍や住民票などの証明書」を取得した者に対しては、刑罰
　　（３０万円以下の罰金）が科されます。

　　　　※ご不明の点は、管轄する法務局か住民課の窓口までお問い合わせください。
　　　　　お問い合わせ先　青森地方法務局弘前支局　☎０１７２－２６－１１５０
　　　　　役場住民課住民係　☎５８－２１１１（内線１６４・１６５）

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ａ

平成20年5月 1 日から戸籍や住民票など取得する
際の受付窓口での法律上のルールが変わります。
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下
水
道
等
事
業
の
現
状

　

田
舎
館
村
の
下
水
道
等
事
業
は
、

昭
和　

年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、

５６

昭
和　

年
か
ら
順
次
供
用
を
開
始

６３

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
普
及
率
は

平
成　

年　

月
１
日
現
在
で　

． １

１９

１０

９９

％
に
達
し
、
水
洗
化
率
は　

． １
％

８１

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
下
水
道
等
施
設
は
、
補
助

金
や
地
方
債
（
下
水
道
を
建
設
す

る
た
め
の
借
入
金
）、
受
益
者
負

担
金
等
を
財
源
と
し
な
が
ら
整
備

を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
建

設
費
用
は
下
水
道
事
業
で
約　

億
６２

９
， ６
０
０
万
円
、
豊
蒔
・
大
袋
地

区
に
整
備
さ
れ
た
農
業
集
落
排
水

事
業
で
９
億
６
， １
０
０
万
円
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
経
営
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
ま
で
は
特
別
会
計
と

１７

し
て
経
理
さ
れ
、
村
の
一
般
会
計

か
ら
の
多
額
の
繰
入
金
に
よ
り
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
運
営
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
度
か

１８

ら
は
財
務
状
況
等
の
明
確
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
地
方
公
営
企

業
法
を
適
用
し
運
営
し
て
き
ま
し

た
が
、
ピ
ー
ク
を
超
え
た
と
は
い

え
、
毎
年
多
額
の
元
利
償
還
を
必

要
と
す
る
地
方
債
の
平
成　

年
度

１８

末
残
高
は
、
下
水
道
と
農
業
集
落

排
水
事
業
を
合
せ
て
約　

億
６
，

３８

 ６
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
、
ま
た
、

地
方
交
付
税
の
削
減
等
に
よ
り
、

当
面
す
る
支
払
能
力
を
超
え
る
債

務
で
あ
る
不
良
債
務
が
増
加
傾
向

で
、
今
後
は
ま
す
ま
す
経
営
悪
化

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
営
改
善

　

従
来
か
ら
多
額
の
経
費
が
か
か

る
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
様
々
な
経
営
改
善
の
た

め
の
措
置
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
工
事
の
減
少
に
も
関

連
し
ま
す
が
、
平
成　

年
度
と
比

１２

べ
る
と
職
員
数
は
５
人
か
ら
２
人

に
削
減
を
し
、
そ
の
他
に
も
業
務

委
託
経
費
の
見
直
し
に
よ
り
効
率

化
を
図
り
、
適
正
な
維
持
管
理
体

制
を
保
ち
つ
つ
、
毎
年
経
費
節
減

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
営
改
善
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
下
水
道
施
設
建
設
の
た

め
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
償
還

を
し
て
い
く
た
め
に
、
維
持
管
理

費
の
削
減
だ
け
で
は
下
水
道
経
営

が
困
難
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

な
ぜ
改
定
が
必
要
？

　

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
経

営
さ
れ
る
下
水
道
事
業
は
、
基
本

的
に
は
常
に
企
業
と
し
て
の
経
済

性
を
発
揮
し
な
が
ら
独
立
採
算
の

基
に
経
営
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
下
水
道
事
業

の
主
な
経
費
は
職
員
給
与
費
や
業

務
委
託
費
、
岩
木
川
流
域
下
水
道

負
担
金
な
ど
の
維
持
管
理
費
と
下

水
道
を
建
設
す
る
た
め
の
借
入
金

で
あ
る
地
方
債
の
元
金
及
び
利
子

で
あ
る
資
本
費
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
経
費
は
使
用
者
負

担
と
さ
れ
、
使
用
料
で
賄
う
こ
と

が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
舎
館
村
で
は
こ
れ
ま
で
、
こ

れ
ら
の
経
費
を
使
用
料
だ
け
で
は

賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、
一
般
会
計

か
ら
の
多
額
の
繰
入
金
等
で
運
営

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
多
く
な
る
こ
と
は
、
本
来

の
一
般
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
財
源
が

ま
わ
ら
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
、

ま
た
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
最
近
の

地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
り
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
が
思
う
よ
う

に
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

下
水
道
等
の
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

　

田
舎
館
村
の
下
水
道
施
設
は
昭
和　

年
度
か
ら
、
農
業
集
落
排
水
施
設
は
平
成
４
年
度
か
ら
整
備
さ
れ
、

５６

生
活
環
境
の
改
善
や
環
境
保
全
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
衛
生
的
で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
う
え

で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

　

こ
の
度
、
昭
和　

年
の
供
用
開
始
以
来
、
消
費
税
導
入
に
よ
る
改
定
を
除
き
、
改
定
を
行
っ
て
こ
な

６３

か
っ
た
使
用
料
に
つ
い
て
、
健
全
で
将
来
的
に
も
安
定
し
た
運
営
を
図
る
た
め
に
平
均　

％
の
改
定
を
す

５０

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

使用料改定しない場合の不良債務の推移予測（下水道）
 榎榎榎榎榎 単位：千円
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こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
使
用

者
負
担
の
公
平
性
と
自
主
財
源
の

確
保
を
図
る
た
め
、
下
水
道
使
用

料
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
よ
る
検
討

　

悪
化
す
る
下
水
道
事
業
の
経
営

を
検
討
す
る
た
め
、
平
成　

年　
１９

１２

月
に
、
下
水
道
使
用
者
に
よ
る

「
田
舎
館
村
公
営
企
業
経
営
検
討

委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

合
計
３
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、「
現
在
の
事
業
の
財
政
状
況

及
び
村
全
体
の
財
政
状
況
を
考
慮

す
る
と
値
上
げ
は
や
む
を
得
な

い
。」
と
の
答
申
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
内
容
を
尊
重
し
な
が
ら
、

詳
細
に
つ
い
て
検
討
し
、
村
議
会

３
月
定
例
会
で
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正
の
議
決
を
い
た
だ
き
、
使

用
料
の
単
価
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
。

改
定
の
内
容

　

今
回
の
使
用
料
改
定
は
、
公
営

企
業
経
営
検
討
委
員
会
の
答
申
に

基
づ
き
、
平
均　

％
の
改
定
を
行

５０

い
ま
し
た
。

　

１
ヶ
月
当
た
り　
 
㎥ 
使
用
の
場

２０

合
の
下
水
道
使
用
料
は
、
現
行
で

は
２
， ５
８
０
円
（
税
込
）
で
す
が
、

改
定
後
は
３
， ８
７
０
円
（
税
込
）

と
な
り
、　
 
㎥ 
使
用
の
場
合
は
、

３０

現
行
で
は
３
， ８
８
０
円
（
税
込
）

で
す
が
、改
定
後
は
５
， ８
２
０
円

（
税
込
）
と
な
り
、
約
１
， ０
０
０

円
～
２
， ０
０
０
円
程
度
の
値
上

げ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
料
金
体
系
の
適
用
は
、

平
成　

年
６
月
検
針
分
（
７
月
納

２０

入
通
知
又
は
引
落
し
分
）
か
ら
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ　

の　

他

　

こ
れ
ま
で
は
、
昭
和　

年
の
供

６３

用
開
始
以
来
、
下
水
道
利
用
推
進

の
観
点
か
ら
、
消
費
税
導
入
に
よ

る
改
定
を
除
き
、
大
き
な
改
定
を

行
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後

は
３
年
ご
と
に
公
営
企
業
経
営
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
使
用
料

の
見
直
し
も
含
め
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

事
業
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
事
務
事
業
の
合
理
化
・

効
率
化
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
創
意
工
夫
の
も
と
経
費
節

減
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
下
水
道
を
利
用
で

き
る
地
域
内
で
未
接
続
の
方
は
、

下
水
道
投
資
効
果
の
向
上
と
環
境

保
全
の
た
め
に
も
早
急
に
接
続
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
に
伴
い
、
今
後
も

村
で
は
、
下
水
道
事
業
の
健
全
化

に
向
け
て
一
層
の
努
力
を
し
、
安

定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

㎥ ㎥

㎥ ㎥

㎥ ㎥ ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥
㎥
㎥
㎥
㎥

㎥

使用料金単価比較

使用料計算例（１ヶ月当たり）

使用水量別料金比較

ご理解と
ご協力を
お願いします

19

410,418

72,500
18

20

411,938

101,343
25

下水道経費に占める使用料収入の割合

▽
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
下
水
道
係

  
☎　

儿
２
１
１
１

５８

 
榎
榎
榎
榎
榎 
内
線
２
７
５
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【
村
長
部
局
】

▽
兼
ね
て
会
計
課
長
・
会
計
係
長

事
務
取
扱
（
会
計
管
理
者
）
中
村

潔
▽
住
民
課
長
兼
中
央
児
童
館
長

（
建
設
課
長
補
佐
・
土
地
改
良
係

長
事
務
取
扱
）
浪
岡
寿
▽
建
設
課

長
（
建
設
課
長
補
佐
）
鈴
木
清
治

▽
税
務
課
長
補
佐
・
固
定
資
産
係

長
事
務
取
扱
（
産
業
課
長
補
佐
）

阿
保
義
光
▽
介
護
保
険
係
長
事
務

取
扱
を
解
く
（
厚
生
課
長
補
佐
・

介
護
保
険
係
長
事
務
取
扱
）
工
藤

義
徳
▽
産
業
課
長
補
佐
（
総
務
課

長
補
佐
・
管
財
係
長
事
務
取
扱
）

平
川
博
士
▽
建
設
課
長
補
佐
・
上

水
道
係
長
事
務
取
扱
（
建
設
課
主

幹
・
上
水
道
係
長
事
務
取
扱
）
鈴

木
健
一
▽
建
設
課
長
補
佐
・
建
設

第
一
係
長
事
務
取
扱
（
建
設
課
主

幹
・
土
木
係
長
事
務
取
扱
）
福
士

勝
▽
総
務
課
管
財
係
長
（
総
務
課

主
査
）
小
野
淳
也
▽
総
務
課
防
災

交
通
係
長
（
建
設
課
主
査
）
相
坂

篤
▽
産
業
課
主
幹
・
商
工
労
働
係

長
事
務
取
扱
（
厚
生
課
主
幹
・
福

祉
係
長
事
務
取
扱
）
齊
藤
晋
▽
厚

生
課
主
幹
・
介
護
保
険
係
長
事
務

取
扱
（
会
計
課
主
幹
・
会
計
係
長

事
務
取
扱
）
花
田
佐
値
子
▽
厚
生

課
主
幹
・
福
祉
係
長
事
務
取
扱（
総

務
課
主
幹
・
防
災
交
通
係
長
事
務

取
扱
）工
藤
修
市
▽
建
設
課
主
幹
・

建
設
第
二
係
長
事
務
取
扱
（
建
設

課
主
幹
・
都
市
計
画
係
長
事
務
取

扱
）
中
山
稔
▽
会
計
課
主
任
主
査

（
厚
生
課
主
任
主
査
）
日
村
京
子

▽
厚
生
課
主
事
（
教
育
課
主
事
）

喜
多
島
啓
▽
建
設
課
主
事
（
厚
生

課
主
事
）
平
川
敬

【
農
業
委
員
会
部
局
】

▽
農
業
委
員
会
主
査
（
厚
生
課
主

査
）
竹
内
理
智
子

【
選
挙
管
理
委
員
会
部
局
】

▽
兼
ね
て
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
長
（
建
設
課
長
補
佐
・
土
地
改

良
係
長
事
務
取
扱
）
浪
岡
寿

【
教
育
委
員
会
部
局
】

▽
教
育
課
長
・
兼
ね
て
中
央
公
民

館
長
、文
化
会
館
長
、克
雪
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
、
村
民
体

育
館
長
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

館
長
、
博
物
館
長
、
歴
史
民
俗
資

料
館
長
、
総
合
案
内
所
長

（
教
育
課
長
補
佐
）
福
士
勝
彰
▽

教
育
課
長
補
佐（
税
務
課
長
補
佐
・

固
定
資
産
係
長
事
務
取
扱
）
福
地

隆
▽
教
育
課
主
事（
税
務
課
主
事
）

長
濱
攻
太
郎

【
臨
時
職
員
等
】

▽
田
舎
館
小
学
校
臨
時
用
務
員
／

斎
藤
金
一（
４
月
２
日
付
け
）▽
婦

人
交
通
指
導
員
／
葛
西
キ
ン
コ
、

葛
西
友
子

　

【
退　

職
】

▽
齋
藤
幸
子
（
住
民
課
長
）
▽
阿

保
義
樹
（
建
設
課
長
）
▽
葛
西
初

則（
教
育
課
長
）▽
中
山
明
男
（
産

業
課
長
補
佐
）
▽
木
下
将
子
（
農

業
委
員
会
主
任
主
査
）
▽
阿
保
満

子
（
教
育
課
主
任
主
査
）

◎
転　

出　

【
教　

頭
】

▽
新
和
中
教
頭（
田
舎
館
中
教
諭
）

阿
保
昭
彦　

【
教
諭
等
】

▽
黒
石
小
教
諭（
田
舎
館
小
教
諭
）

石
岡
愼
一
▽
藤
崎
中
教
諭
（
田
舎

館
中
教
諭
）
田
中
裕
尚
▽
藤
崎
中

教
諭
（
田
舎
館
中
教
諭
）
山
形
紀

雄
▽
特
別
支
援
学
校
へ
（
田
舎
館

中
教
諭
）
笠
井
和
幸
▽
中
郷
中
教

諭
（
田
舎
館
中
教
諭
）
鎌
田
良
子

▽
黒
石
中
総
括
事
務
主
幹
（
田
舎

館
中
総
括
事
務
主
幹
）
鎌
田
洋
一

▽
明
徳
中
臨
時
事
務
職
員
（
西
小

臨
時
事
務
職
員
）
嶋
口
み
ど
り
▽

福
村
小
講
師
（
西
小
講
師
）
小
寺

咲
子
▽
北
陽
小
講
師
（
光
田
寺
小

講
師
）
佐
藤
幹
子

◎
転　

入　

【
教
諭
等
】

▽
田
舎
館
小
教
諭（
藤
崎
小
教
諭
）

山
内
熱
子
▽
田
舎
館
小
教
諭
（
柏

木
小
教
諭
）
樋
口
正
人
▽
光
田
寺

小
教
諭
（
女
鹿
沢
小
教
諭
）
葛
西

佳
子
▽
西
小
主
事
（
下
北
・
大
平

小
主
事
）
佐
々
木
嶺
▽
田
舎
館
中

教
諭
（
弘
前
第
二
中
教
諭
）
山
口

清
香
▽
田
舎
館
中
教
諭（
葛
川
中

教
諭
）佐
藤
大
志
▽
田
舎
館
中
教

諭
（
厚
目
内
中
教
諭
）
山
内
秀
一

▽
田
舎
館
中
主
事
（
下
北
・
奥
戸

小
主
事
）
鈴
木
一
史
▽
田
舎
館
中

講
師
（
他
県
よ
り
）
八
木
橋
卓
矢

▽
田
舎
館
中
講
師
（
平
賀
西
中
講

師
）
三
浦
晃
功

役場職員及び村内小中学校職員の人事異動
をお知らせします。（　）は旧所属です。

人 事 異 動
村職員・村内小中学校職員

教　

職　

員

役 
場 
職 
員

４月１日付
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村職員を村職員を
紹介します紹介します
村職員を村職員を
紹介します紹介します
村職員を村職員を
紹介します紹介します
村職員を
紹介します

　村民の皆さんとのコミュニケーションを大切にし、
親しまれ信頼される行政運営を進めるため、村職員と
各課が担当する主な業務を紹介します。各種相談、手
続きなどについてわからないことがありましたら、お
気軽におたずねください。

財

政

係

村
の
予
算
編
成
及
び
執
行
に
関
す
る
こ
と
。

防
災
交
通
係

防
災
計
画
、
消
防
、
交
通
対
策
、
防
犯

に
関
す
る
こ
と
。

人

事

係

職
員
の
人
事
、
給
与
、
研
修
及
び
儀
式
、

褒
賞
に
関
す
る
こ
と
。

企

画

係

行
政
の
企
画
及
び
調
整
、
広
域
行
政
、

農
村
工
業
導
入
の
促
進
、
統
計
、
広
報
、

土
地
対
策
、
国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と
。

総
務
課　

副 村 長
花 田　 仁

教 育 長
阿 保 靖 彦

村　　長
鈴 木 孝 雄

津
軽
広
域
連
合
派
遣

総務課長
八木橋 輝 秋

主事補
阿 保　和 紀

主任主査
中 山　秀 子

課長補佐・庶務係長事務取扱
⿑ 藤　一 仁

主　事
平 川 健太郎

企画係長
竹 内　哲 也

庶

務

係

文
書
の
収
受
、
条
例
、
規
則
、
規
程
等

の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
こ
と
。

主　査
工 藤　康 人

財政係長
工 藤　和 裕

課長補佐
佐々木 彰 三

主　事
菊 地 留美子

人事係長
阿 保　春 仁

防災交通係長
相 坂　　 篤

管

財

係

公
有
財
産
の
取
得
管
理
、
入
札
及
び
契

約
並
び
に
検
査
、
物
品
の
購
入
契
約
及

び
検
査
検
収
に
関
す
る
こ
と
。

管財係長
小 野　淳 也

主　査
鈴 木　　 貴
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福

祉

係

福
祉
対
策
、
老
人
、
障
害
者
及
び
母
子

福
祉
、
生
活
保
護
、
民
生
委
員
、
赤
十

字
、
援
護
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

税

務

係

村
、
県
民
税
の
申
告
賦
課
、
た
ば
こ
税
、

入
湯
税
に
関
す
る
こ
と
。

税
務
課　

徴

収

係

税
（
国
民
健
康
保
険
税
含
む
）
の
徴
収
、

滞
納
整
理
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
関
す
る

こ
と
。

住

民

係

戸
籍
、
除
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
事
務
、

外
国
人
登
録
、
埋
火
葬
許
可
、
自
衛
官

募
集
事
務
、
出
稼
ぎ
手
帳
の
交
付
、
行

政
及
び
人
権
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

住
民
課
・
選
挙

管
理
委
員
会

厚
生
課　

選
挙
に
関
す
る
こ
と
。

選
挙
管
理
委
員
会

固
定
資
産
係

固
定
資
産
の
評
価
及
び
税
の
賦
課
、
地

籍
調
査
、
軽
自
動
車
税
、
諸
証
明
に
関

す
る
こ
と
。

税務課長
花 田　耕 一

主　査
浅 利　高 年

主　事
阿 保　稔 人

主幹・徴収係長事務取扱
成 田　政 幸

主　事
岩 間　涼 子

環
境
衛
生
係

公
害
、
保
健
衛
生
、
保
健
師
業
務
、
乳

幼
児
医
療
、
清
掃
施
設
組
合
、
保
健
協

力
員
に
関
す
る
こ
と
。

住民課長・選挙管理委員会事務局長
浪 岡　　 寿

主　事
葛 西　和 士

主任主査
工 藤　厚 子

主幹・住民係長事務取扱
工 藤　敏 子

主幹・保育年金係長事務取扱
菊 地　ふ さ

主　事
菊 地　一 臣

主幹・福祉係長事務取扱
工 藤　修 市

主　査
佐々木 貴 詞

主　事
田 村　友 則

課長補佐・環境衛生係長事務取扱
福 士　高 雄

主　事
喜多島　  啓

次　長
工 藤　正 造

厚生課長
工 藤　　 繁

主任保健師
須 藤　照 枝

保健師
今 井　英 乃

課長補佐・固定資産係長事務取扱
阿 保　義 光

主　事
坂 本　貴 章

課長補佐・税務係長事務取扱
成 田　昭 文

保健師
小 野 恵美子

住
民
課

国
民
年
金
、
保
育
所
、
児
童
館
、
児
童
手

当
、
児
童
福
祉
審
議
会
に
関
す
る
こ
と
。

保
育
年
金
係
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介
護
保
険
係

介
護
保
険
事
業
の
運
営
、
保
険
料
の
賦

課
に
関
す
る
こ
と
。

産

業

係

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
に
関
す

る
こ
と
。
米
及
び
果
樹
等
の
生
産
・
流

通
に
関
す
る
こ
と
。
農
業
振
興
地
域
の

整
備
及
び
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
に

関
す
る
こ
と
。
認
定
農
業
者
・
集
落
営

農
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
。
農
用
地
利

用
集
積
に
関
す
る
こ
と
。

産
業
課

商
工
労
働
係

商
工
業
の
振
興
、
消
費
者
行
政
、
観
光

及
び
労
働
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

産
業
課
・

農
業
委
員
会

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
等
に
関
す

る
こ
と
。
耕
作
証
明
等
の
交
付
及
び
農

業
者
年
金
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

農
業
委
員
会

保健師
高 屋　睦 子

主　査
相 坂　朱 美

国保係長
鈴 木　　 勝

主　査
上 田　貴 光

主　事
平 川　　 敬

課長補佐
工 藤　義 徳

産業課長・農業委員会事務局長
太 田　信 吾

主幹・介護保険係長事務取扱
花 田 佐値子

主幹・産業係長事務取扱
奥 谷　季 江

課長補佐
平 川　博 士

主　査
佐 藤　勝 彦

主　事
鈴 木　弘 和

主幹・商工労働係長事務取扱
⿑ 藤　　 晋

主　査
竹 内 理智子

主　幹
日 村　博 文

建
設
課　

業

務

係

業
務
の
総
合
調
整
、
予
算
決
算
、
工
事

契
約
、
水
道
料
金
に
関
す
る
こ
と
。

建
設
第
一
係

道
路
、
橋
梁
の
維
持
管
理
、
河
川
及
び

堤
防
、
土
木
施
設
災
害
復
旧
に
関
す
る

こ
と
。

上
水
道
係

水
道
用
水
の
供
給
、
施
設
の
維
持
管
理
、

施
設
の
設
計
及
び
工
事
施
工
他
水
道
施

設
に
関
す
る
こ
と
。

下
水
道
係

下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業

に
関
す
る
こ
と
。

建設課長
鈴 木　清 治

主任主査
三 浦　道 好

主幹・建設第二係長事務取扱
中 山　　 稔

課長補佐・建設第一係長事務取扱
福 士　　 勝

主幹・業務係長事務取扱
稲 葉　明 志

建
設
第
二
係

都
市
計
画
、
建
築
、
開
発
許
可
及
び
村

営
住
宅
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

農
村
総
合
整
備
、農
道
整
備
、農
地
及
び

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
に
関
す
る
こ
と
。

課長補佐・上水道係長事務取扱
鈴 木　健 一

下水道係長
中 村 甲一郎

国

保

係

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
、
国
保
税

の
賦
課
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
こ
と
。

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小

R4note05
人型小



いなかだて・平成20年4月号 16

生
教
育
課　

会

計

係

金
銭
の
出
納
及
び
決
算
に
関
す
る
こ
と
。

会
計
課　

学

務

係

教
育
委
員
会
、
学
校
教
育
、
奨
学
金
に

関
す
る
こ
と
。

議
会
事
務
局

議
会
に
関
す
る
こ
と
。

文
化
財
係

文
化
財
の
保
護
及
び
伝
承
、
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
、
文
化
財
の
公
開
及
び
活

用
に
関
す
る
こ
と
。

中
央
児
童
館

生
涯
学
習
係

生
涯
学
習
む
ら
づ
く
り
推
進
体
制
の
整

備
、
生
涯
学
習
（
調
査
研
究
、
情
報
提

供
）
に
関
す
る
こ
と
。

主任主査
日 村　京 子

主　事
田 澤　由 貴

会計管理者・会計課長・会計係長事務取扱

中 村　　 潔
主　事
平 川　建 清

議会事務局長
清 藤　義 直

教育課長
福 士　勝 彰

光田寺小学校用務員
葛 西　修 一

西小学校用務員
花 田　一 雅

主幹・学務係長事務取扱
平 川 喜美子

課長補佐
福 地　　 隆

主　事
工 藤　聡 子

田舎館中学校用務員
鈴 木　敏 也

田舎館小学校臨時用務員
斎 藤　金 一

主幹・社会教育係長事務取扱
山 谷　忠 浩

主任主査
佐々木 明 子

主　事
村 上　由 幸

児童厚生員
肥 後　洋 子

主任児童厚生員
太 田　妙 子

派遣社会教育主事
川 上　博 昭

社
会
教
育
係

社
会
教
育
及
び
社
会
体
育
の
計
画
実
施
、

社
会
教
育
団
体
及
び
社
会
体
育
団
体
の

指
導
育
成
、
視
聴
覚
教
育
、
芸
術
文
化

活
動
の
振
興
、
人
材
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
女
性
・
青
少
年
問
題
に
関
す
る

こ
と
。

主　事
須 藤　芳 仁

主幹・生涯学習係長事務取扱
鹿 内　敏 郎

主幹・文化財係長事務取扱
平 川　清 英

主　事
長 濱 攻太郎

主　事
佐々木 広 和

主任主査
武 田　嘉 彦
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生
西
児
童
ク
ラ
ブ児童厚生員

赤 石 優恵子
児童厚生員
常 田　睦 子

光
田
寺
児
童
ク
ラ
ブ

児童厚生員
相 馬 えり子

児童厚生員
福 士　良 子

○平成2 1 年歌会始のお題
　　「生」と定められました。※お題は「 生 」ですが、「生」の文字を使用していれば「 一生 」のように「しやう

せい いっしやう

（しょう）と読んでも、例えば「 生 く」、「 生 きる」、「 生 む」、「 生 ふ」のように訓読しても差し支えありません。
い い う お

　

○詠進歌の詠進要領
（一）詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首とし、未発表のものに限ります。
（二）書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右半分にお題と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番

号、氏名（本名、ふりがなつき）、生年月日及び職業（なるべく具体的に）を縦書きで書いてください。
無職の場合は、「無職」と書いてください（以前に職業に就いたことがある場合には、なるべく元の職
業を書いてください）。なお、主婦の場合は、単に「主婦」と書いても差し支えありません。

（三）用紙は、半紙とし、毛筆で自書してください。ただし、海外から詠進する場合は、用紙は随意とし、
毛筆でなくても差し支えありません。

（四）病気又は身体障害のため毛筆にて自書することができない場合は下記によることができます。
　　　ア．代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所及び氏名を別紙に書いて詠進歌に添えてください。
　　　イ．本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。この場合、これらの機器を使用した理由を

別紙に書いて詠進歌に添えてください。
　　　ウ．視覚障害の方は、点字で詠進しても差し支えありません。
　

○注意事項
　　次の場合には、詠進歌は失格となります。
（一）お題を詠み込んでいない場合
（二）一人で二首以上詠進した場合
（三）詠進歌が既に発表された短歌と同一又は著しく類似した短歌である場合
（四）詠進歌を歌会始の行われる以前に、新聞、雑誌その他の出版物、年賀状等により発表した場合
（五）二の（四）に記した代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆と認められるすべての詠進歌
（六）住所、氏名、生年月日、職業を書いていないものその他この詠進要領によらない場合
　

○詠進の期間
　　平成20年9月30日までとし、郵送の場合は、消印が9月30日までのものを有効とします。
　

○郵便の宛て先
　「〒100-8111　宮内庁」とし、封筒に「詠進歌」と書き添えてください。詠進歌は、小さく折って封入して
差し支えありません。

　

○疑問がある場合には、直接、宮内庁式部職あてに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手をはった封
筒を添えて、9月20日までに問い合わせてください。

　また、宮内庁ホームページ http://www.kunaicho.go.jp/12/d12-08.html をご参照ください。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成222222222222222222111111111111111111年年年年年年年年年年年年年年年年年年歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌会会会会会会会会会会会会会会会会会会始始始始始始始始始始始始始始始始始始ののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおお題題題題題題題題題題題題題題題題題題及及及及及及及及及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびびびびびびびびび詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠進進進進進進進進進進進進進進進進進進歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌のののののののののののののののののの詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠進進進進進進進進進進進進進進進進進進要要要要要要要要要要要要要要要要要要平成21 年歌会始のお題及び詠進歌の詠進要領領領領領領領領領領領領領領領領領領領
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話 題 い ろ い話 題 い ろ い ろろ
 榎榎榎榎榎榎 なかなかの出来ばえですお茶とお菓子に舌つづみ

　３月２日、「田園」未来を築く会が総合案内所「遊稲
の館」で古代米を使った「ひなずしとちらしずしづく
り」の講習会を開催しました。参加者たちは、干し椎茸
やにんじん、きゅうり等の材料を使ってお内裏様とおひ
な様を悪戦苦闘しながらも完成。その後、ちらしずしづ
くりにも挑戦し、美味しくできたちらしずしに参加者た
ちは満足した様子でした。

　畑中保育所で３月３日、ひな祭りの「お茶会」が行われま
した。毎年恒例となっているのが、年長児の女の子が振
り袖を着て園児全員へのお茶とお菓子のおもてなし。８
人の年長児たちは多少緊張した面持ちを浮かべながら
も、作法通りにお菓子とたてた抹茶を運びました。
　子どもたちは、お菓子の甘さと抹茶の苦さを味わいな
がら楽しいひとときを過ごしていました。

　３月２３日に行われた田舎館村消防団出初式では、約２００名
の団員が模擬演習、機械器具点検、分列行進やまとい振りが
行われました。また式典が村文化会館ホールで行われ、工藤
勝幸団長は「災害を予防するために、地域の力を結集して安
全で安心して暮らせる村づくりに貢献していきたい。」と式
辞を述べました。また受賞者を代表して工藤裕之第１分団長
は「消防の重大な責務を自覚し、住民の生命･財産を守るため
これからも精進してゆきたい」と謝辞を述べ、今後の活動に
決意を新たにしていました。なお、表彰者は次のとおりです。

■村長表彰
○精績章／工藤裕之（第１分団分団長）、高木明弘（第２分団分団長）、
三浦清勝（第４分団分団長）

○優良消防部／第２分団畑中消防部
○親子三代目表彰／工藤太陽（第１分団枝川消防部）
○感謝状／工藤セコ（婦人防火クラブ）、工藤シゲ（同）

■団長表彰
○賞詞／小野清（第１分団副分団長）
○特別優良団員／工藤博幸（第１分団十二川原消防部班長）、原子淳（第２分団大曲消防部班長）
○優良団員／鎌田和幸（第１分団高樋消防部団員）、工藤仁（第１分団十二川原消防部団員）、工藤正人（第１分団

枝川消防部団員）、相馬広輔（第１分団垂柳消防部団員）、
杉山弘明（第２分団田舎舘消防部団員）、阿部研一郎（第
２分団畑中消防部団員）、阿保哲弥（第２分団八反田消防
部団員）、白澤孝勝（第２分団大曲消防部団員）、田澤秋
雄（第３分団諏訪堂消防部団員）、鈴木秀樹（第３分団大
根子消防部団員）、葛原勇樹（第３分団豊蒔消防部団員）、
鈴木裕輝博（第４分団川部消防部団員）、斎藤富志夫（第
５分団前田屋敷消防部団員）、佐藤友貴（第５分団堂野前
消防部班長）、福原峰人（第６分団高田消防部団員）

未来未来へへ弛 弛 まぬ努力まぬ努力でで ～平成20年 田舎館村消防団出初式　～平成20年 田舎館村消防団出初式～～

たたゆゆ
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 榎榎榎榎榎榎榎榎 交通安全を心がけて料理教室と軽体操で

　村交通安全協会（小野英治会長）と交通安全母の会
（稲葉昌子会長）は3月12日、昨年と同様に村内３小学校
へ足型ストップマークと下敷き、パンフレットを寄贈し
ました。春の交通安全運動に先がけて贈られたもので、
田舎館小学校の奈良校長は「大事に使わせていただきま
す」とお礼を述べ児童への交通安全の徹底を誓いました。

　大袋部落の「お達者くらぶ」が3月12日、農村婦人の家
で開かれました。料理教室に参加した12人は、食生活改
善推進員と一緒に鶏肉ときのこの五目炊き込みごはん、
ブロッコリーの白あえ等５品を作りました。また、地域
包括支援センターの２人が家庭でできる軽体操を指導
し、18人の参加者たちは心地よい汗を流していました。

 榎榎榎榎榎 楽しい思い出といっしょにこれからもさまざまな活動を

　田舎館保育園の卒園式が3月16日に行われ、24名が楽
しかった保育園生活に別れを告げました。小野秋穂園
長は「自分の体を大切にし、仲間と力を合わせて楽しい
学校生活を過ごしてください」と成長した園児たちを激
励しました。園児たちは、親に「どうもありがとう」と
感謝の言葉を述べながら修了証書と花束を手渡し、最後
はお世話になった先生方に見送られていました。

　３月１６日、田舎館村連合婦人会定例総会が中央公民館
で行われ、約６０名が出席しました。平成１９年度は田植え
体験ツアー食事づくり、交通安全運動、AED講習会等の
多岐にわたる活動が報告され、２０年度も清掃活動や愛の
かけ声運動等が計画されました。また、役員改選で新会
長に稲葉昌子さん（畑中）、副会長に福士千代子さん（前
田屋敷）と佐々木久子さん（畑中）が選任されました。

 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 白寿大学卒業式村民のご理解とご協力を

　平成19年度白寿大学卒業式が3月21日、村文化会館
ホールで行われ151名が卒業を迎え、阿保教育長は「み
なさんが中心となって村をもっと元気にして欲しい」と
称えました。また皆勤賞として工藤ヌエさん（枝川）、
工藤ふみえさん（枝川）、齋藤芳弘さん（田舎舘）、菊地
定儀さん（田舎舘）、松谷周子さん（川部）、古川幸子さ
ん（川部）の６名が表彰されました。

　3月24日～27日、29日と計5日間、下水道等使用料の改
定に関する説明会が垂柳公民館や川部公民館等5カ所で
開かれました。下水道基本使用料及び従量使用料が
50％引き上げられたことをうけ、下水道事業の現状やそ
の経緯、今後の見通し等について担当者が説明。また参
加した方々からも質問が出され、それに答える形で今後
の下水道事業に理解と協力をお願いしました。
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妊婦健診の公費負担回数が5回になります！
　村では、平成２０年４月からの妊婦健診にかかる費用の公費負担回数を、これまでの２回か
ら５回に増やすことにしました。４月以降、役場厚生課に妊娠届を出した妊婦さんには、母
子手帳を交付する際に“妊婦委託健康診査受診票”を５回分交付し、使用方法を説明します。
すでに村から２回分の受診票を交付された妊婦さんには、個別に通知をして追加の３回分を
送付します。
　他市町村で母子手帳と受診票の交付を受け、その後村に転入された妊婦さんは、役場厚生
課にご連絡ください。

▽問い合わせ／厚生課環境衛生係　（内線１５２）

春の狂犬病予防注射・登録実施日程
　犬の所有者に対しては、犬の“登録”と毎年１回の“狂犬病予防注射”が法律（狂犬病予防法）で義務づけられています。
　下表の日程で、狂犬病の集団予防注射を実施します。最近犬を飼い始めたり、従来から犬を飼っていて登録をしてい
ない場合は、犬の登録もしなければなりませんので、最寄りの実施場所においでください。

◎狂犬病予防注射料　３,０００円　　　　◎犬の新規登録料　３,０００円

※動物病院等で狂犬病予防注射を受けた場合は、獣医師が発行する証明書を役場厚生課または各実施場所で提示し、狂
犬病予防注射済証（鑑札）の交付を受けてください（交付手数料５５０円）。

※犬の死亡等で現在登録犬を飼っていない場合や、飼い主等の変更がある場合は、必ずご連絡ください。

△

問い合わせ／厚生課環境衛生係（内線１５２）

実施時間実施場所地　　区月　　日
８：３０～８：５０「高樋老人福祉センタ－」前高 樋

4月21日（月）

９：００～９：２０「十二川原集会所」前十 二 川 原
９：３０～９：５０「枝川会館」前枝 川
１０：１０～１０：４０「垂柳公民館」前垂 柳
１０：５０～１１：２０「田舎館地区総合研修施設」前田 舎 舘
１１：３０～１２：００「八反田会館」前八 反 田
１３：３０～１３：５０「大曲会館」前大 曲
１４：００～１４：２０「畑中児童公園（除雪センタ－）」前畑 中
１４：３０～１５：００「畑中会館」前畑 中
８：３０～９：００「諏訪堂集会所」前諏 訪 堂

4月22日（火）

９：１０～９：４０「大根子公民館」前大 根 子
９：５０～１０：２０「大袋農村婦人の家」前大 袋
１０：４０～１１：１０「豊蒔公民館」前豊 蒔
１１：２０～１１：５０「旧農協川部支所」前和 泉
１３：３０～１４：００「ＪＲ川部駅」前川 部
１４：１０～１４：４０「川部公民館」前川 部 ・ 和 泉
１４：５０～１５：１０「境森集会所」前境 森
８：３０～９：００「前田屋敷老人福祉センタ－」前前 田 屋 敷

4月23日（水）

９：１０～９：４０「山谷秀一宅」前前 田 屋 敷
９：５０～１０：１０「土矢倉集会所」前土 矢 倉
１０：３０～１１：００「堂野前会館」前堂 野 前
１１：１０～１１：４０「新町会館」前新 町
１３：３０～１４：００「高田公民館」前高 田
１４：１０～１４：３０「二津屋会館」前二 津 屋
１４：４０～１５：００「東光寺会館」前東 光 寺
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特定健康診査について
　これまで村が実施してきた「基本健康診査」が制度改正により廃止となり、平成２０年度からは各医療保険の保険者が
実施する「特定健康診査」に変わります。田舎館村国民健康保険では、「田舎館村特定健診等実施計画（詳しくは村の
ホームページに掲載しております。）」に基づき特定健康診査を行うこととなります。実施方法や日程等詳しくは毎戸に
配布したお知らせをご覧下さい。なお、村の国民健康保険以外に加入している方の健康診査については、加入している
医療保険者へ確認してください。また、各種がん検診は今までどおり保険証の区別なく受診できます。

▽問い合わせ／厚生課国保係　（内線１５７）

ペットの飼い主さんへお願い
　最近ペットに関する苦情が非常に増えています。
　特に、ペットの放し飼いやフンに関する問題は、
飼い主さん一人ひとりの心がけで解
決できます。飼い主としての自覚と
責任を持って、ペットを大切に飼養
してください。

▽問い合わせ／厚生課環境衛生係
　　　　　　　（内線１５２）

青森県内図書館共通利用券の申請手続きについて
　平成１９年度青森県図書館共通利用券の有効期限が、平成２０年３月３１日から同年６月３０日まで延長になります。
　なお、新しい共通利用券（発行日から３年間有効）の交付申請は、平成２０年６月１日以降にメディアセンターまたは中
央公民館にて受け付けますので今後のご理解とご協力をお願いいたします。

▽問い合わせ／中央公民館　☎５８-２２５０
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編著者等種別作品タイトル編著者等種別作品タイトル
境野米子料 理卵･牛乳･油ゼロアトピーっ子も安心のお菓子やなせたかし絵 本アンパンマンとホラ・ホラコ
立川談志落 語談志絶倒昭和落語家伝増尾清食 品家庭でできる食品添加物・農薬を落とす方法
エドゥアルド・ウスペンスキー絵 本チェブラーシカ島田洋七娯 楽がばいばあちゃん佐賀から広島へめざせ甲子園
ダイアナ・ヘンドリー絵 本チビねずくんのあつーいいちにち島田洋七娯 楽かあちゃんに会いたい
浅田次郎小 説中原の虹（4巻）佐藤可士和ビジネス佐藤可士和の超整理術
周勍食 品中国の危ない食品吉本佳生ビジネススタバではグランデを買え
細川貂々漫 画ツレがうつになりまして（１・２）ジゾウ料 理節約レシピ
長野ヒデ子絵 本デパートいきタイ佐伯チズ美 容新美肌革命
小路幸也小 説東京バンドワゴン佐伯チズ美 容美肌革命
有川浩小 説図書館革命佐藤絵子生 活フランス人の贅沢な節約生活
パコ・ムーロビジネスなぜ、エグゼクティブはゴルフをするのか？万城目学小 説ホルモー六景
パコ・ムーロビジネスなぜ、エグゼクティブは書けないペンを捨てないのか？須藤洋平詩みちのく鉄砲店
成美堂出版編集部デザイン日本のロゴ加島祥造詩求めない
なかえよしお絵 本ねずみくんのきもち長嶋有小 説夕子ちゃんの近道
井上雄彦漫 画バガボンド２７松井今朝子小 説吉原手引草
荒井良二絵 本はっぴぃさんさかいこまこ絵 本よるくま
内海慶一デザインピクトさんの本いせひでこ絵 本ルリュールおじさん
前田知洋社 会人を動かす秘密のことば小林聡美エッセイワタシは最高にツイている
アダム・ファウア－小 説数学的にありえない（上／下）山本一力エッセイ江戸は心意気
東野圭吾小 説ダイイング・アイ玉岡かおる小 説お家さん（上／下）
渡辺健介哲 学世界一やさしい問題解決の授業佐藤絵子美 容お金をかけずに贅沢なフランス人の美容生活
雫井脩介小 説ビター・ブラッド阿川弘之エッセイ大人の見識
大橋禅太郎外ビジネス秘伝すごい会議道尾秀介小 説片目の猿
藤沢周平小 説藤沢周平未刊行初期短篇江島雅歌料 理みうたさんのノンシュガーおやつ

　新刊のお知らせ 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 開館時間／９：３０～１５：３０　　休館日／金・土・祝日　

子育てホッとランドに遊びにおいでよ！
　かわいいお子さんの育児に家事にと楽しく忙しい毎日を
お過ごしのことと思います。今回は「親子でリラックス」
ということで、子どもを遊ばせたり、お母さん同士育児情
報を交換したり、自由な時間を過ごしたいと思いますので、
お気軽においでください。
○日時／５月１日（木）１３：００～１５：００
○場所／中央公民館大広間　　○参加費／おやつ代１００円

▽問い合わせ／厚生課保健師まで（内線１５３）
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行
い
、
そ
の
結
果
、
基
礎
年
金
番

号
の
記
録
と
結
び
つ
く
可
能
性
の

あ
る
記
録
が
出
て
き
た
方
に
平
成

　

年
３
月
ま
で
「
ね
ん
き
ん
特
別

２０便
」
を
順
次
お
送
り
し
て
き
ま
し

た
。
平
成　

年
４
月
か
ら
は
、
こ

２０

う
し
た
方
以
外
の
す
べ
て
の
皆
様

▽
問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
保
育
年

金
係
（
内
線
１
６
２
）
又
は
弘

前
社
会
保
険
事
務
所

 
榎
榎
榎
榎
榎
榎 
☎　

―
１
３
３
７

２７

　

上
・
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

冬
期
間
（　

月
～
３
月
）
は
積
雪

１２

に
よ
り
９
月
～　

月
ま
で
の
平
均

１１

水
量
を
概
算
水
量
と
し
、
上
下
水

道
料
金
を
請
求
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
毎
月
の
メ
ー
タ
ー
検
針

を
再
開
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
４

月
分
の
メ
ー
タ
ー
検
針
時
に
冬
期

間
の
使
用
し
た
水
量
を
精
算
し
ま

す
。
使
用
水
量
が
冬
期
間
の
概
算

水
量
を
超
え
た
場
合
は
、
毎
月
の

使
用
料
よ
り
多
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

検
針
に
あ
た
り
、
確
認
事
項
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
検
針
に
伴
う
確
認
事
項

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
雪
な

ど
を
取
り
除
い
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。（
自
動
車
を
止
め
た
り
、

物
も
置
か
な
い
で
く
だ
い
。）

方
に
も
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ

り
順
次
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
の
方
々
へ
は
平
成

　

年
４
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間

２０
●
現
役
加
入
者
の
方
々
へ
は
平
成

　

年
６
月
か
ら　

月
ま
で
の
間

２０

１０

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た

方
で
、
ご
質
問
、
お
問
い
合
わ
せ

が
あ
る
場
合
は
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
０
５
７
０
儿

０
５
８
儿
５
５
５
で
承
っ
て
お
り

ま
す
。

◇
住
所
・
名
字
が
変
わ
っ
た
方
は

　

す
み
や
か
に
届
出
を

　

現
在
の
住
所
と
お
届
け
い
た
だ

い
て
い
る
住
所
が
異
な
っ
て
い
る

と
大
切
な
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。
住
所
の

変
更
・
訂
正
は
ご
自
身
に
よ
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
結
婚
等
で
名
字
が
変

わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
で
氏
名
変

更
の
お
届
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る

過
去
の
年
金
記
録
を
探
す
た
め
に

も
届
け
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

届
出
先
な
ど
詳
し
く
は
「
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
０
５
７
０
儿
０

５
儿
１
１
６
５
ま
で
。

○
検
針
の
し
に
く
い
状
況
に
し
な

い
。（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

付
近
に
犬
を
繋
が
な
い
で
く
だ

さ
い
。）

○
水
道
漏
水
の
確
認
（
宅
内
な
ど

の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
た
状
態

で
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
確
認

し
、
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
漏

水
時
は
村
指
定
水
道
工
事
店
で

修
理
を
至
急
お
願
い
し
ま
す
。）

▽
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
業
務
係

 
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎 （
内
線
２
７
２
）

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
方
で
、

井
戸
水
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、

人
数
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

届
出
が
必
要
で
す
。

　

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
方
は

人
数
や
使
用
場
所
に
よ
っ
て
料
金

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
家
族
の
転
出

や
転
入
な
ど
で
人
数
の
変
更
が
生

じ
た
時
は
、
速
や
か
に
届
出
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
下
水
道

係
（
内
線
２
７
５
）

 

役場役場 緯緯58-211158- 2111 （代表）（代表）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は
、

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

（
平
成　

年
５
月
発
行
）
を
各
ご

２０

家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話

帳
は
、
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替

え
い
た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ

お
渡
し
く
だ
さ
い
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、

地
球
環
境
保
護
と
し
て
、
回
収
し

た
古
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳

を
作
る
「
電
話
帳
循
環
型
リ
サ
イ

ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
時
等
で
配
達
員

に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た

場
合
、
後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い

ま
す
の
で
、
左
記
「
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

お
届
け
す
る
電
話
帳
の
変
更
や
配

達
冊
数
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て
も
、

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
／
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ

☎
０
１
２
０
儿
５
０
６
儿
３
０
９

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

 
に
つ
い
て

そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ 
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他
の
他　
　
　

井
戸
水
認
定
人
数
等
の

変
更
届
を
忘
れ
ず
に
！

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住 
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

民
課
だ
よ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

メ
ー
タ
ー
検
針
再
開
の

お
知
ら
せ
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建 
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

設
課
だ
よ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、

　
　

各
課
の
内
線
番
号
を

　
　
　
　
　

お
伝
え
下
さ
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話

帳
を
配
達
・
回
収
致
し
ま
す
。
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春春春春春春春春春春春春ののののののののののののイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトト情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報!!!!!!!!!!!!春のイベント情報!!!!!!!!!!!!!!
■苗っこまつり
・日時／４月２９日（火）８時～１６時まで
・場所／田舎館村克雪トレーニングセンター
　※１,０００円以上お買い上げの方に抽選していただき、
　　当たった方に景品を差し上げます。

■第１６回田植え体験ツアー
・日　　時／６月１日（日）９時３０分～（受付８時３０分～）
・場　　所／田舎館村役場東側水田
・参 加 料／無料
・申込締切／５月２２日（木）

▽問い合わせ／田舎館村むらおこし推進協議会
　　　　　　　（産業課商工労働係・内線１４３）

県県県県県県県県県県県県税税税税税税税税税税税税納納納納納納納納納納納納付付付付付付付付付付付付はははははははははははは口口口口口口口口口口口口座座座座座座座座座座座座振振振振振振振振振振振振替替替替替替替替替替替替県税納付は口座振替ににににににににににににに
ししししししししししししまままままままままままませせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかしませんか？？？？？？？？？？？？？
　青森県では県税口座振替のお申し込みを受け付けてい
ます。県税の納税は、便利で安全・確実な口座振替をご
利用ください。
口座振替できるのは…
　○個人事業税（定期賦課分）
　○法人県民・事業税（中間・確定申告分）
　○軽油取引税
　○自動車税（６月納期分）
※法人県民・事業税、軽油取引税の振替日は、申告期
限の翌月２５日です。

▽問い合わせ／中南地域県民局県税部　管理課　
　　　　　　　☎３２-１１３１（内線３１１）

弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘前前前前前前前前前前前前保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健所所所所所所所所所所所所各各各各各各各各各各各各種種種種種種種種種種種種相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談等等等等等等等等等等等等実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施日日日日日日日日日日日日弘前保健所各種相談等実施日程程程程程程程程程程程程程

・日程については、当所の都合により変更となる場合もあります。
・詳細については、保健所にお問い合わせください。

▽問い合わせ／中南地域県民局健康福祉部　指導予防課　☎３３-８５２１

受付時間実施曜日（各月）

９時～１１時第1・3水曜日
第4火・木曜日結核相談

９時～１０時第1・3水曜日結核健診ＱＦＴ検査
１０時～１１時第1・3水曜日ウイルス性肝炎検査
１３時～１４時第1・3水曜日エイズ相談
１３時～１３時３０分第4金曜日療育相談
１３時～１３時３０分第4水曜日女性健康相談
１３時～１４時第2木曜日精神保健福祉相談（予約制）
１３時３０分～第2・4水曜日結核診査協議会

自自自自自自自自自自自自衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛官官官官官官官官官官官官募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集案案案案案案案案案案案案自衛官募集案内内内内内内内内内内内内内
【一般幹部候補生】
◎資　　格／①２０歳以上２６歳未満の者　②２２

歳未満の者は大学卒　③大学院
修士学位取得（見込含）者は、
２８歳未満

◎受付時間／平成２０年５月１２日（月）まで
◎試 験 日／平成２０年５月１７日（土）、１８日（日）

（１８日は飛行要員のみ）
◎試験場所／弘前市民会館
　　　　　　（弘前市下白銀１ − ６）

▽問い合わせ／自衛隊弘前地域事務所
　　　　　　　☎２７-３８７１
　URL http://www.mod.go.jp/pco/aomori
　Eメール plohirosaki@carrot.ocn.ne.jp

水水水水水水水水水水水水稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣行行行行行行行行行行行行栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽培培培培培培培培培培培培基基基基基基基基基基基基準準準準準準準準準準準準レレレレレレレレレレレレベベベベベベベベベベベベルルルルルルルルルルルル水稲慣行栽培基準レベルののののののののののののの
策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定ににににににににににににつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいい策定についててててててててててててて
　国の特別栽培農産物に係わる新表示ガイドラインの改正
に伴い、下記のとおり田舎館村管内の慣行栽培基準レベル
を設定いたしましたのでお知らせいたします。
　特別栽培農産物の栽培に取組む生産者は、下記の慣行栽
培基準レベルを節減割合の算定基準として活用してくださ
い。
　ただし、この慣行レベルは、田舎館村管内の平均的なも
のであり、管内すべてに適用するものでないことを申し添
えます。
■慣行栽培基準レベル（水稲）
　・化学肥料（窒素成分量）９.１４kg／１０ａ
　・節減対象農薬（使用成分回数）２０回

▽問い合わせ／東北農政局青森農政事務所　☎２７-６１８０
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編
集
と
発
行
　
田
舎
館
村
役
場
　
青
森
県
南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
田
舎
舘
字
中
辻１２３-１　

　
　
　
  T E L ０１７２
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代
表
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 FA
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U
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w
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.vill.inakadate.aom

ori.jp/

次号の発行は 5月8日の予定です。

H a p p y   B i r t h d a y

ＦＭジャイゴウェーブ

（平日お昼12時40分ころ）

　  でも放送します！

※広報では、５月生まれのお子さんの写真を募集中です。（４月２２日締切）虚氏名（ふりがな）許生年月日
距住所鋸両親の氏名漁コメントなどを書いて、役場総務課企画係まで郵送またはご持参下さい。

4 月 生まれ のおともだち

平成16年4月4日生
平成19年4月4日生

父…昌敬さん　母…知子さん
「同じ誕生日なんて…2人共親孝行だ
ね。大きくなれ!!」

須藤 椋也 くん 
りょうや

 琢 
たく

 也 くん
や

大　曲

平成15年4月11日生
父…裕美さん　母…史江さん

「いつも元気いっぱい! 弟のマシロと
仲良く遊んでね。」

葛西 マリアちゃん

前田屋
敷

平成18年4月21日生
父…英之さん　母…由美子さん

「いつでもどこでも2人は必ず一緒。仲
よく追いかけっこをしたり、ニコッと
笑いあったり、時にはけんかしたり、
毎日にぎやかです。」

花田  翔太 くん  悠  太 くん
しょうた ゆう た

八反田

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
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２３
名前：成田大和さん
学校：光田寺小学校6年
地区：前田屋敷
一言：「サッカー部ではディフェ

ンダー。今年は県大会でい
い結果をのこしたいです。」

　道路わきの残雪、日中の
ポカポカ陽気と、すっかり
春らしくなってきました。
新しい生活がスタートする
この時季の雰囲気に背中を
押され、自分の気持ちも引
き締まる思いです。

 あ とがき

（
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（
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（
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（

）

（平成 ２０年３月末日現在）

　　 男　4,122人（－8）
　　 女　4,551人（－11）
　　 計　8,673人（－19）

世帯数　2,507世帯（－3）

（　）は前月との比較

人口と世帯

県内の交通事故概況（３月末日現在）
３　　月

村　内県　内

5 
（11）

454 
（1,668）件　数

0 
（0）

7 
（12）死　者

6 
（17）

575 
（2,099）傷　者

（　）は１月
からの累計




